
 

COINS Seminar #60 
 

【Date】October/7/2021 (Thu.) 16:00-17:30 (The web meeting room will be open at 15:45) 

【Venue】ZOOM webinar *web conferencing software. we will let you know URL by the day before. 

【Registration】URL: https://coins.kawasaki-net.ne.jp/form/seminar60/index.html 

Title： 
ニューロンにターゲット：肥満を解消するには、筋肉よりももっと脳に 
“Targeting neurons: more brain than brawn to solve obesity” 
    
Abstract： 
肥満および、それに関連する合併症の驚くべき世界的増加は、新しい治療戦略の緊急的必要性
を示唆する。 肥満と糖尿病が視床下部ニューロンによって調節されていることを強く支持す
るエビデンスは示されており、ニューロンをターゲットとすることで、これらの疾患管理に新
たなパラダイムが生み出されている。今日に至るまで、特定の細胞集団に効果的に到達するた
めのアプローチが不足しており、ニューロンに関連する疾患は適切に治療されていない。 中
枢療法の臨床転帰を改善する上での主な課題は、治療に適切な用量の薬物を罹患した細胞や
患部に送達できないことにある。 血液脳関門の通過、標的外の影響、毒性、化学的不安定性
などの他の要因も、これらの疾患の治療を制限する。 ナノメディシンを用いたアプローチは、
これらの制限を克服するための有望な機会を提供するものである。 
 
Speaker： ロザリア・ロドリゲス 
 
Affiliation：カタルーニャ国際大学 
           (UIC バルセロナ) 
Position：准教授, 薬理学リーダー 
Laguage：英語 
 
URL：  
https://www.uic.es/neurolipid-group 
https://www.uic.es/en/teacher/rrodriguez 
 
＜CV＞ 
ロドリゲス博士は、スペイン・バルセロナのカタルーニャ国際大学 (UICバルセロナ)で薬理
学の准教授を務める。彼女は現在、Neurolipid 研究グループで「肥満の視床下部調節」研究
チームを率いており、Biomedical Science領域の責任者。肥満とそれに関連する糖尿病や血
管疾患などの合併症のニューロン制御と、ニューロンを標的とする新しい治療法の開発を研
究テーマとしている。 
 
2006年にセビリア大学（スペイン）で高血圧とアテローム性動脈硬化症におけるオリーブオ
イル・トリテルペノイドの有効性について研究し薬理学の博士号を取得した。研究の一部は、
オーフス大学（デンマーク）のウルフ・シモンセン教授とリナ・バディモン教授（ICCCバル
セロナ）とともに実施されたものである。 
2007年に、彼女はキムドラ博士（バース大学とオックスフォード大学、英国）のグループに
ポスドク研究員として加わり、微小血管の筋原性緊張を調節するメカニズムについて研究し
た。 
2010年から 2014年にかけて、セビリア大学で薬理学の助教を務め、肥満および食事療法に
基づいたアプローチで血管および脂肪組織の変化を特徴づけた。 
2014年より、UICバルセロナで神経脂質代謝とその肥満における重要性を研究している。特
に、治療標的としてのカルニチンパルミトイルトランスフェラーゼ（CPT1）とエンドカンナ
ビノイド加水分解酵素に関心を寄せている。 
 

 

https://coins.kawasaki-net.ne.jp/form/seminar60/index.html
https://www.uic.es/neurolipid-group
https://www.uic.es/en/teacher/rrodriguez


彼女は現在、iCONM のサビーナ・カデール博士とともに、CPT1 を標的としたナノメディシ
ン開発を目指す日西二国間研究プロジェクトの PIを務める。また、肥満や血管疾患を研究す
るための Organ-on-a-chipの開発に関連するプロジェクトにも参画している。彼女は学術誌 
Frontiers 「肥満」セクションの Associate Editorでもある。 
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